
 

 

 

 

アメリカによるベネズエラ攻撃に抗議し、非暴力による平和を目指して歩む決意 

 

日本キリスト教協議会は、アメリカによるベネズエラへの軍事攻撃に対し、強い憤りをもって抗議します。この

攻撃によって、多数の人々のいのちが奪われました。ドナルド・トランプ大統領は、この攻撃を正当化するのみな

らず、意に沿わなければ再び攻撃する可能性があると脅し、さらにはアメリカがベネズエラを「運営する」とまで

述べています。 

こうした発言と行動は、ウクライナ、ガザ、ミャンマーをはじめ、世界各地で行われている武力による支配や侵

攻を正当化し、暴力の連鎖をいっそう拡大させるものです。人々のいのちが政治的思惑のもとで犠牲にされ続

けることを、わたしたちは断固として拒否します。 

また、こうした重大な事態に対して曖昧な態度を取り続けている高市早苗首相に対し、深い失望と強い懸念を

表明します。人々のいのちと国際法を守る立場から、武力行使に明確に反対する姿勢を示すよう、高市首相およ

び日本政府に強く求めます。 

わたしたちは 2026 年も引き続き、武力による解決を現実的な選択肢として黙認しようとする状況に抗い、

イエス・キリストが示された非暴力と和解の道を歩み続けます。世界各地で起きている暴力に立ち向かう人々と

連帯し、祈りと行動をもって非暴力による平和を目指していく決意を、ここにあらためて表明します。 
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